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１
．
規
制
資
本

　
規
制
は
、
市
場
の
失
敗
を

矯
正
し
、
国
民
や
企
業
の
安

心
・
安
全
・
信
頼
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ

る
。
保
険
事
業
は
、
金
融
事

業
と
同
様
、
国
民
経
済
に
と

っ
て
密
接
か
つ
重
要
な
位
置

付
け
で
あ
り
、
免
許
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
保
険
事
故
の

不
確
実
性
へ
の
適
切
な
対
応

や
保
険
金
支
払
い
の
安
全
性

確
保
の
た
め
に
は
、
十
分
な

資
本
が
必
要
で
あ
る
。
規
制

の
観
点
か
ら
設
定
さ
れ
た
資

本
の
レ
ベ
ル
が
「
規
制
資

本
」
で
あ
る
。
実
際
、
こ
れ

ま
で
重
要
な
危
機
が
発
生
す

る
た
び
に
規
制
資
本
が
強
化

さ
れ
て
き
た
。

　
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら

世
界
規
模
で
加
速
化
し
た
資

本
取
引
の
自
由
化
に
よ
り
、

恒
常
的
に
国
際
流
動
性
が
供

給
さ
れ
、
そ
れ
が
拡
大
し
て

い
る
。
ま
た
、
運
輸
・
通
信

技
術
の
革
新
が
取
引
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
促
進
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化

が
、
リ
ス
ク
を
変
え
、
必
要

資
本
も
変
え
て
い
く
。

　
銀
行
に
対
す
る
国
際
規
制

資
本
の
流
れ
を
見
る
と
、
88

年
の
バ
ー
ゼ
ル
合
意
に
お
い

て
、
初
め
て
国
際
的
な
自
己

資
本
比
率
（
注
１
）
規
制

（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅰ
）
が
導
入
さ

れ
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
信

用
リ
ス
ク
の
み
を
対
象
と
し

て
い
た
が
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
業
務
に
係
る
リ
ス
ク
（
市

場
リ
ス
ク
）
の
拡
大
を
背
景

に
、
98
年
に
市
場
リ
ス
ク
が

追
加
さ
れ
、
２
０
０
４
年
の

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
で
は
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
が
追
加
さ

れ
た
。

　
保
険
は
各
国
ベ
ー
ス
の
規

制
と
な
っ
て
お
り
、
監
督
当

局
が
健
全
性
の
観
点
か
ら
介

入
す
る
基
準
と
し
て
、
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率

（
注
２
）
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
銀
行
業
と
保
険
業
で

は
、
リ
ス
ク
の
性
質
が
異
な

り
、
資
本
規
制
の
捉
え
方
な

ど
に
違
い
は
あ
る
が
、
リ
ス

ク
を
吸
収
す
る
た
め
の
資
本

規
制
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

は
共
通
し
て
い
る
。

２
．
金
融
危
機
以

降
の
資
本
規
制

　
08
年
９
月
の
金
融
危
機
で

は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー

ン
（
注
３
）
に
関
す
る
Ｃ
Ｄ

Ｓ
（C

re
d
it D
e
fau
lt 

S
w
ap

：
信
用
リ
ス
ク
の

移
転
を
目
的
と
す
る
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
）
や
Ｃ
Ｄ
Ｏ
（C

oll

ateralized D
ebt O

bl

ig
ation

：
債
務
担
保
証

券
）
な
ど
の
金
融
取
引
の
破

綻
が
及
ぼ
す
、
金
融
シ
ス
テ

ム
へ
の
多
大
な
影
響
を
回
避

す
る
た
め
、
幾
つ
か
の
金
融

・
保
険
グ
ル
ー
プ
の
救
済
と

し
て
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ

た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
米
国
の
金
融
の
混
乱

は
、
欧
州
、
新
興
諸
国
へ
と

波
及
し
た
。
こ
れ
は
世
界
的

な
金
余
り
の
中
で
、
異
常
な

投
機
行
動
が
米
国
の
住
宅
市

場
と
そ
れ
に
関
連
し
た
証
券

市
場
で
展
開
さ
れ
、
内
包
さ

れ
て
い
た
瑕
疵
（
か
し
）
が

発
現
し
た
た
め
に
生
じ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
の
再
発

を
防
止
す
る
た
め
、
09
年
11

月
、
Ｇ
20
の
首
脳
に
よ
る
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
会
合
に
お
い

て
、
世
界
経
済
と
金
融
シ
ス

テ
ム
の
健
全
性
を
回
復
す
る

た
め
の
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
推
進
が
合
意
さ
れ
た
。
こ

の
合
意
に
基
づ
き
、
金
融
安

定
理
事
会
（F

in
an
cial 

S
tab
ility B

o
ard

：
Ｆ

Ｓ
Ｂ
）
に
よ
る
規
制
政
策
、

バ
ー
ゼ
ル
規
制

な
ど
に
よ
る
共

通
ル
ー
ル
の
策

定
、
こ
れ
ら
の

枠
組
み
を
踏
ま

え
た
各
国
の
監

督
当
局
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

強
化
な
ど
改
革

が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
金
融
危
機
の

教
訓
を
踏
ま

え
、
バ
ー
ゼ
ル

Ⅱ
の
抜
本
的
見

直
し
（
バ
ー
ゼ

ル
Ⅲ
）
が
行
わ

れ
、
自
己
資
本
水
準
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
流
動
性
比
率
、

カ
ウ
ン
タ
ー
シ
ク
リ
カ
ル

（
景
気
変
動
抑
制
的
な
）
資

本
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
注
４
）
な

ど
の
導
入
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
巨
大
金
融
機
関
の
経
営

破
綻
に
よ
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

リ
ス
ク
の
防
止
の
た
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム

上
重
要
な
金
融
機
関
（G

lo

bal S
y
stem

ically Im
portan

t F
in
an
cial In

stitu
tion
s

：
Ｇ
―
Ｓ
Ｉ

Ｆ
Ｉ
ｓ
）
に
対
す
る
、
よ
り

高
い
損
失
吸
収
力
の
要
請
や

再
建
・
破
綻
処
理
計
画
、
破

綻
処
理
制
度
の
導
入
、
母
国

監
督
当
局
と
進
出
先
国
の
監

督
当
局
の
協
力
に
よ
る
監
督

の
強
化
が
方
向
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
に
整
合
的
な

保
険
監
督
を
促
進
す
る
目
的

で
設
立
さ
れ
た
保
険
監
督
者

国
際
機
構
（Internation

al A
ssociation of In

s

u
ran
ce S
u
perv

isors

：
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
金
融

危
機
に
お
い
て
、
非
伝
統
的

な
保
険
引
き
受
け
（
金
融
リ

ス
ク
）
を
多
く
抱
え
た
保
険

会
社
が
関
与
し
た
こ
と
か

ら
、
保
険
監
督
の
中
に
グ
ロ

ー
バ
ル
の
金
融
シ
ス
テ
ム
安

定
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
）

に
関
す
る
規
制
論
議
が
大
き

な
関
心
事
と
な
っ
た
。
国
際

的
事
業
を
展
開
す
る
グ
ル
ー

プ
の
資
本
規
制
と
し
て
、
保

険
資
本
基
準
（In

su
ran

ce C
apital S

tan
dard

：
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
設
定
の
論
議
や

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ

ム
上
、
重
要
な
保
険
会
社

（G
lob
al S
y
stem

ica

lly Im
p
ortan

t In
su
r

ers

：
Ｇ
―
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
）

に
、
よ
り
高
い
損
失
吸
収
力

を
確
保
さ
せ
る
た
め
の
資
本

上
乗
せ
（H

ig
h
er L
oss 

A
bsorbency

：
Ｈ
Ｌ
Ａ
）

の
論
議
な
ど
が
現
在
、
進
め

ら
れ
て
い
る
。

３
．
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト

　
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
使
わ

れ
方
は
何
通
り
か
あ
る
。
金

融
機
関
の
健
全
性
を
検
証
す

る
た
め
に
監
督
当
局
に
よ
っ

て
金
融
危
機
と
は
無
関
係
に

実
施
さ
れ
る
も
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
「
監
督
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
一
方
、
金
融
危
機
に

お
い
て
、
各
国
の
監
督
当
局

が
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

信
認
維
持
を
図
る
た
め
の
手

段
と
し
て
利
用
す
る
事
例
も

増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ク

ラ
イ
シ
ス
・
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま

た
、
監
督
当
局
主
導
と
は
別

に
、
保
険
会
社
や
金
融
機
関

自
身
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

る
。
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
、

内
部
モ
デ
ル
の
限
界
を
補
完

し
、
一
定
の
ス
ト
レ
ス
バ
ッ

フ
ァ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
強
化
す
る

目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
金
融
危
機
に
よ
っ
て
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
の
重
要
性
は
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
リ
ス
ク

を
計
量
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
管
理

す
る
定
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

依
存
し
過
ぎ
て
い
た
リ
ス
ク

管
理
の
在
り
方
へ
の
問
題
意

識
を
高
め
た
。
今
日
、
リ
ス

ク
評
価
と
し
て
、
あ
る
資
産

や
負
債
を
一
定
期
間
保
有
し

た
場
合
、
そ
の
将
来
の
価
値

の
変
化
を
評
価
す
る
手
法
と

し
て
Ｖ
ａ
Ｒ
（V

alu
e at 

R
isk

：
バ
リ
ュ
ー
・
ア
ッ

ト
・
リ
ス
ク
）
と
い
う
統
計

的
手
法
が
一
般
的
に
使
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
１

９
８
０
年
代
後
半
以
降
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
が
拡
大

し
、
金
融
機
関
が
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
を
１
日
１
回
値
洗
い

し
、
リ
ス
ク
内
容
を
把
握
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
バ
ー
ゼ

ル
銀
行
委
員
会
に
よ
っ
て
市

場
リ
ス
ク
規
制
導
入
に
お
い

て
標
準
的
方
法
と
し
て
認
識

さ
れ
、
急
速
に
普
及
し
た
も

の
で
あ
る
。
保
険
事
故
に
よ

る
損
失
に
つ
い
て
も
同
様
の

考
え
方
を
採
り
、
図
表
１
に

示
し
た
よ
う
に
、
過
去
の
損

失
デ
ー
タ
か
ら
確
率
分
布
を

取
り
、
一
定
の
信
頼
水
準
の

下
で
の
損
失
と
期
待
損
失
と

の
乖
離
（
か
い
り
）
を
予
想

損
失
と
し
て
リ
ス
ク
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｖ
ａ
Ｒ
は
直
観
的
に
捉
え

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
し
か
し
、
個
々
の
資
産

や
個
々
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ

ー
の
リ
ス
ク
量
に
つ
い
て
の

和
が
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

リ
ス
ク
量
の
範
囲
に
入
ら
な

い
場
合
が
あ
る
（
劣
加
法
性

を
満
た
さ
な
い
〈
注
５
〉
）

と
い
っ
た
欠
点
が
あ
る
点
、

資
本
配
賦
を
実
施
す
る
際
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金

融
機
関
は
独
立
し
た
主
体
と

し
て
取
引
を
行
っ
て
い
る

が
、
金
融
機
関
相
互
の
取
引

や
決
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
緊
密
な
関
係
が
築
か
れ

て
い
る
。
一
つ
の
金
融
機
関

で
の
支
払
い
不
能
や
、
金
融

危
機
の
よ
う
に
、
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
・
ロ
ー
ン
に
関
す
る
あ

る
リ
ス
ク
に
多
く
の
関
係
者

が
重
層
に
関
連
し
て
い
る

と
、
多
く
の
金
融
機
関
に
影

響
が
及
び
、
連
鎖
し
て
悪
影

響
が
出
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス

ク
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の

場
合
、
平
時
に
お
い
て
見
ら

れ
る
各
リ
ス
ク
間
の
分
散
効

果
が
効
く
状
況
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
が
同
じ
方
向
に
連
動

し
（
「
正
の
相
関
」
と
呼

ぶ
）
大
き
な
損
失
が
生
じ

る
。

　
し
か
し
、
平
時
に
お
け
る

Ｖ
ａ
Ｒ
に
基
づ
く
統
合
リ
ス

ク
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を

十
分
捕
捉
で
き
て
い
な
い
と

い
う
弱
点
が
あ
る
。
そ
れ

故
、
金
融
危
機
以
降
、
こ
れ

を
補
完
す
る
必
要
性
が
強
く

意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
今
日
で
は
、
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
は
、
定
性
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
っ
て
定
量
ア
プ
ロ
ー
チ

を
補
完
す
る
手
段
と
し
て
Ｅ

Ｒ
Ｍ
の
中
に
定
着
し
て
い

る
。
効
果
的
な
ス
ト
レ
ス
テ

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

図表１　リスクの計測（保険事故の確率分布）　
確率密度

期待損失
信頼水準99.5%に
おける予想損失

99.5%VaR
損失

0
期待値回りの変動
（ボディイベント）

ファットテイル回りの変動
（ストレスイベント）

図表２　ストレステストの類型

（出典：有限責任監査法人トーマツ　金融インダストリーグループ『保険会社のERM「統合的リスク管理」』2012年、
保険毎日新聞社、225 ページ）

背景なしに
リスクファクターが
設定されている

リスクの発生源と
なるイベントや
それがどのように
伝播していくのか
明示されている

過去のイベントや
リスクファクターの
変動をそのまま再現

ポートフォリオの
損失から帰納的に

会社の存続を危うくする
レベルの損失から帰納的に

ヒストリカル・
シナリオ

イベント・
アプローチ

ストレステスト 感応度分析

シナリオ分析

仮想シナリオ

連
載　

保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
基
礎
講
座　
《
第
15
回
》

資
本
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
そ
の
３
）

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

後
藤
　
茂
之

【
後
藤
茂
之
氏
プ
ロ
フ
ィ

ル
】

　
大
手
損
害
保
険
会
社
お

よ
び
保
険
持
ち
株
会
社
に

て
、
企
画
部
長
、
リ
ス
ク

管
理
部
長
を
歴
任
。
日
米

保
険
交
渉
、
合
併
・
経
営

統
合
に
伴
う
経
営
管
理
体

制
の
構
築
、
海
外
Ｍ
＆

Ａ
、
保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
構

築
、
グ
ル
ー
プ
内
部
モ
デ

ル
の
高
度
化
、
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
セ

ス
整
備
に
従
事
。
Ｉ
Ａ
Ｉ

Ｓ
、
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ａ
　
Ａ

ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
、
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
Ｅ

Ｒ
Ｍ
関
連
パ
ネ
ル
に
参

加
。
現
職
に
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ

高
度
化
関
連
コ
ン
サ
ル
に

従
事
。

　
大
阪
大
学
経
済
学
部
卒

業
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
経
営
研
究
所
・
客
員
研

究
員
、
中
央
大
学
大
学
院

総
合
政
策
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
総
合
政

策
）
。
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ス
ト
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
意
味
の
あ
る
シ
ナ
リ
オ

を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
蓋
然

（
が
い
ぜ
ん
）
性
と
想
像
力

の
バ
ラ
ン
ス
が
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ォ

ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
視
点

か
ら
、
い
か
に
必
要
な
エ
マ

ー
ジ
ン
グ
リ
ス
ク
を
取
り
込

み
得
る
か
、
ま
た
、
い
か
に

合
理
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
き

得
る
か
が
重
要
と
な
る
。
自

社
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
と

っ
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

な
シ
ナ
リ
オ
は
捕
捉
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
に
着
目
す

る
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
。

リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
方
針
は
、

保
険
会
社
に
と
っ
て
戦
略
そ

の
も
の
で
あ
る
。
戦
略
と
は

ひ
ず
み
を
つ
け
、
積
極
的
に

リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク

を
誰
よ
り
も
良
く
マ
ネ
ー
ジ

す
る
競
争
力
が
戦
略
の
成
功

に
つ
な
が
る
。
そ
れ
故
、
関

連
す
る
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
リ
ス

ク
を
よ
り
早
く
捉
え
、
誰
よ

り
も
多
く
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
蓄

積
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
実
務
で
は
、
種
々
の
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
類
型
は
図
表

２
の
通
り
整
理
で
き
る
。

（
つ
づ
く
）

◇

　（
注
１
）
銀
行
の
自
己
資

本
比
率
は
、
自
己
資
本
を
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
で
割
っ
て

算
出
す
る
。
こ
の
水
準
は
、

国
際
業
務
を
行
う
銀
行
は
８

％
、
国
内
業
務
の
み
を
行
う

銀
行
は
４
％
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
下
回
っ
た
場
合

は
、
金
融
庁
か
ら
早
期
是
正

措
置
が
発
動
さ
れ
、
自
己
資

本
比
率
の
程
度
に
応
じ
た
業

務
改
善
指
導
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
。

　（
注
２
）
保
険
会
社
の
保

険
金
な
ど
の
支
払
い
能
力
の

充
実
状
況
を
示
す
比
率
で
あ

り
、
こ
の
水
準
を
踏
ま
え
監

督
上
の
措
置
（
早
期
是
正
措

置
）
が
取
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　（
注
３
）
優
良
客
（
プ
ラ

イ
ム
層
）
よ
り
も
下
位
の
層

向
け
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
ロ
ー
ン
商
品
の
こ
と
。

　（
注
４
）
監
督
当
局
が
過

剰
信
用
供
与
に
よ
る
リ
ス
ク

の
積
み
上
が
り
が
懸
念
さ
れ

る
時
に
発
動
さ
れ
る
、
将
来

的
な
損
失
防
止
の
た
め
の
処

置
。
同
バ
ッ
フ
ァ
ー
水
準
を

引
き
上
げ
る
と
、
配
当
金
な

ど
の
資
本
流
出
を
抑
制
す
る

効
果
が
あ
る
。

　（
注
５
）
石
井
昌
宏
「
リ

ス
ク
計
測
方
法
の
概
観
」

（
公
益
財
団
法
人
損
害
保
険

事
業
総
合
研
究
所
編
、
Ｅ
Ｒ

Ｍ
経
営
研
究
会
著
『
保
険
Ｅ

Ｒ
Ｍ
経
営
の
理
論
と
実
践
』

第
５
章
、
２
０
１
５
年
、
金

融
財
政
事
情
研
究
会
）

　（
文
中
の
意
見
に
当
た
る

部
分
は
執
筆
者
個
人
の
も
の

で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
◆
こ
の
連
載
は
隔
週
木
曜

日
に
掲
載
し
ま
す
。

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）


